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3 http://animalethics.blogspot.com/ （2006/11/22閲覧） 
4 http://www.animalethics.org.uk/ （2006/11/22閲覧） 
5 高橋（1996）は、「エコロジカルな領域をモラルの世界で覆うことも、モラルの世界にエコロジカルな
領域のあり方を直接移すこともともに正しくない」と述べている。（pp.34-35） 
6 中野ら（1988）『実験動物入門』1.序論 1.3動物実験の倫理 pp.17-25 
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8 今村 （2000）『へそ曲がり獣医さんの動物福祉論』 
9 http://www.wspa-international.org/ WSPAのホームページ （2006/11/23閲覧） 
10 中野ら（1988）『実験動物入門』1.序論 1.3動物実験の倫理 pp.17-25 
11 http://www.fawc.org.uk/ FAWCのホームページ （2006/11/23閲覧） 
12 今村（2000）p.1、pp.9-10、及び今村（2000-2006）「へそ曲がり獣医のホームページ」より 





15 レーガン(1986) 戸田清訳 「動物の権利」、及び、レーガン(1995) 青木玲訳 「動物の権利の擁護
論」を参考にした。 
16 この定義は、シンガー（1999）『実践の倫理』第四章「殺すことのどこが不正なのか」に依拠した。 
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